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de p= 20 .5 0m

地盤改良工　L=250.6m、係船曲柱(250kN型)　N=17基、防舷材(ゴム製 L=1.5 m H=3 00mm)　N=52基、ゴム製はしご　N=1基、車止め　N=68基、コーナー材 L=255. 8m

エプロン舗装延長　L=260.5m

上部工復旧延長　L=255. 8m

計画延長　L=250 .6m

コンクリート舗装、地盤改良工　延長L=15.0m
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[既設]鋼板補修
（上部工下端～C.D.L -1.5 0m）
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追 加 距 離

点 間 距 離

測 点

耐用年数5 0年 , 3 . 0 A

[既設]鋼矢板U 15型 L=12.0m

　　L=2.7m

地 盤 高

舗装工延長　L=260.5 m

地盤改良工　L=250. 6m、係船曲柱(250kN型)　N=17基、防舷材(ゴム製 L=1.5m H =300 mm)　N=52基、ゴム製はしご　N=1基、車止め　N=68基、コーナー材 L=25 5.8m

上部工復旧延長　L=255. 8m
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[既設]アルミニウム合金陽極

H17上部工復旧済

既設コンクリートブロック

施工延長 L=15.0m

上部工 L=14.0m

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20c m）

排水工

中
層

混
合
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ゴム製はしご
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注記)
 ・既設改良度との接合部は既設改良土表面を削りながら原土を泥状にし撹拌混合することで一体化を図ること。
 ・タイロッドは存置したまま施工すること。
 ・タイロッド下面の施工は、挿入した撹拌機をタイロッド側に移動して行う。
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鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食(既設)

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

係船曲柱（250kN型）

車止め（150×150mm）

コーナー材（R-100）

0.50

4. 505.0 0 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

舗装工 L=14 .50m

4.50 10.00

防舷材（L=1.5m H =300mm）



No. 1 No . 3

No . 2

DL=-10 .000 D L=-10.000

GH=2.897
FH=     

GH=2.918
FH=     

GH=2.890
FH=     

徳島県
１号倉庫

徳島県
１号倉庫

Ａｓ
Ａｓ

設計用水深- 5 . 5 m

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

DL =-10.000 DL=-1 0.000

DL =-10.000

+3.00 +3.00

+3.001.0 00%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck= 500kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/ m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.00 0%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=50 0kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

M .S.L　+0.90 M.S. L　+0.90

M.S. L　+0.90

+0.50 +0.50

+0.50

DL=-1 0.000 D L=-10.000

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

+3.00

M.S.L　+0.90

+0.50

No.0(+0.50)
GH=2.897
FH=     

±0.00 ±0.00

±0.00

-5.50

+0.50

-5. 50

+0. 50

- 5.50

+ 0.50

Ａｓ

既設コンクリートブロック

既設コンクリートブロック

-1.50

-2.50

（既設高すりつけ） （既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）（既設高すりつけ）

1.000%

設計用水深- 5 . 5 m 設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

-5.50

+0.50

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

一次施工-2

二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3 二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3

地盤改良
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数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)
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地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2

一般型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2
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m3/m

m3/m

〃
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m3/m

〃

m3/m

〃

〃

〃
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〃
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m3/m
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m3/m

〃

〃

〃
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No.2

No.3

数量

0.12

11.16

10.59

9.95

15.58

11.69

26.92

27.00

15.58

30.00

12.70

0.19

0.66

数量

0.14

11.21

10.55

9.93

15.58

11.69

26.89

27.00

15.58

30.00

12.70

0.19

0.66

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土
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〃
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〃
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上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

規格

無筋コンクリート
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〃

〃

発生土
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-

-

横断図（1）
S=1:100

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

計画法線

計画法線

計画法線

計画法線

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 4/18

横断図（1）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

コンクリート舗装（t=30c m）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4.5 05.00 4. 50

改良幅 14.00 m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4 .505. 00 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4.505.00 4. 50

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

4.50 10.0 0

舗装工 L=14 .50m

4.5 0 1 0.00

舗装工 L=14.50 m

4. 50 10.00

舗装工 L=14.5 0m舗装工 L=14 .50m

10.0 04.50

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

改良幅 14.0 0m

浅
層

混
合

処
理

中
層

混
合

処
理

5 .80 8 .20



実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

No. 5 No . 7

No . 6No. 4
GH=2.912
FH=     

GH=2.923
FH=     

GH=2.915
FH=     

GH=2.918
FH=     

徳島県
２号倉庫

徳島県
１号倉庫

徳島県
１号倉庫

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ
Ａｓ

Ａｓ

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

DL=-1 0.000

DL=-1 0.000 DL =-10.000

DL =-10.000

D L=-10.000 DL=-1 0.000

1 .000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

（既設高すりつけ）

1.000 %

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500 kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000 %

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500 kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

+ 3.00

+ 0.50

M.S.L　+0.9 0

+3.00

+0.50

M.S. L　+0.90

+3.00

+0.50

M.S. L　+0.90

+ 3.00

+ 0.50

M.S.L　+0.90

±0.00

±0.00 ±0.00

±0.00

-5.50

+0.50

-5. 50

+0. 50

-5.5 0

+0.5 0

-5.50

+0.50

（既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

二次施工-2 一次施工-3 二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3二次施工-2 一次施工-3

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2

一般型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2

一般型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2

一般型枠

単位

m3/m

m3/m

〃

〃

m3/m

〃

m3/m

〃

〃

〃

〃

m3/m

m2/m

単位

m3/m

m3/m

〃

〃

m3/m

〃

m3/m

〃

〃

〃

〃

m3/m

m2/m

単位

m3/m

m3/m

〃

〃

m3/m

〃

m3/m

〃

〃

〃

〃

m3/m

m2/m

No.4

No.5

No.6

数量

0.13

11.27

10.51

9.93

15.58

11.69

26.89

27.00

15.58

30.00

12.67

0.19

0.66

数量

0.14

11.41

10.53

9.90

15.58

11.69

26.93

27.00

15.58

30.00

12.71

0.19

0.66

数量

0.14

11.18

10.48

9.90

15.58

11.69

26.91

27.00

15.58

30.00

12.70

0.19

0.66

数量表

名　称

上部コンクリート取壊し

一次掘削

二次掘削

三次掘削

埋戻し(1回目)

埋戻し(2回目)

地盤改良(一次施工-1)

地盤改良(一次施工-2)

地盤改良(一次施工-3)

地盤改良(二次施工-1)

地盤改良(二次施工-2)

上部コンクリート復旧

同上型枠

規格

無筋コンクリート

土砂

〃

〃

発生土

発生土

セメント固化処理

〃

〃

〃

〃

σck=18N/mm2

一般型枠

単位

m3/m

m3/m

〃

〃

m3/m

〃

m3/m

〃

〃

〃

〃

m3/m

m2/m

No.7

数量

0.13

11.31

10.49

9.90

15.58

11.69

26.91

27.00

15.58

30.00

12.71

0.19

0.66

横断図（2）
S=1:100

計画法線

計画法線

計画法線

計画法線

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 5/18

横断図（2）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4. 505.0 0 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20c m）

0.50

4.505 .00 4.5 0

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30c m）

粒調砕石（t=20c m）

0.50

4.505 .00 4.5 0

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4. 505.0 0 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

4.50 10.00

舗装工 L=14. 50m

4.5 0 10 .00

舗装工 L=14.50 m

4.50 10 .00

舗装工 L=14.50m

4.50 10.00

舗装工 L=14 .50m



実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

地盤改良（土工）計画断面図（参考）
S=1:100

8

埋戻し土量 = 2930 m
3

埋戻し (2回目)

掘削土量 = 2463 m
3

三次掘削

6 地盤改良(2次施工-1)

5

3

1

地盤改良(1次施工-3)

埋戻し土量 = 3910 m
3

埋戻し (1回目)

二次掘削残土小運搬

現場西側場内仮置き場

仮置き土量 = 546 3 m
3

二次掘削

掘削土量 = 2618 m
3

※地山土量にて計算

現場西側場内仮置き場

一次掘削残土小運搬

仮置き土量 = 284 5 m
3

掘削土量 = 2845 m
3

一次掘削

地盤改良（土工）フロー図

+3.00

+0.50

1:1.0

一次掘削次標準断面図

+3. 00

+0. 50

1:1. 0

※場内仮置き一次掘削小運搬

土工数量

細　　　　目 数　　量

一次掘削

種　　　目

盛上り土一次掘削標準断面図
残土処理

二次掘削

場外搬出処分

※地山土量

細　　　　目 数　　量種　　　目

+0.50

+3.00

+0.50

1:1. 0

盛上り土二次掘削標準断面図
二次掘削

細　　　　目 数　　量種　　　目

※地山土量

+0.50

地盤改良(1次施工-1)

地盤改良(1次施工-2)

地盤改良(2次施工-2)

三次掘削残土小運搬

現場西側場内仮置き場

仮置き土量 = 401 6 m
3

残土処理 場外搬出処分

+3.00

+0 .50

1:1.0

埋戻し(2回目)標準断面図 埋戻し(2回目)

細　　　　目 数　　量種　　　目

1:
1.
0

※地山土量

+3.00

+0.50

1:1. 0

盛上り土三次掘削標準断面図
三次掘削

細　　　　目 数　　量種　　　目

残土処理 場外搬出処分

※地山土量

+3.00

+0. 50

1:1.0

二次掘削標準断面図
二次掘削小運搬

二次掘削

※場内仮置き

※地山土量

細　　　　目 数　　量種　　　目

+0.50
1:1. 0

+3.00

+0.50

1:1. 0

埋戻し(1回目)標準断面図

1:
1 .
0

C.D.L+0.2 0～-1.50m

埋戻し(1回目)

※地山土量

細　　　　目 数　　量種　　　目

+3.00

+0.50

1:1. 0

三次掘削標準断面図 三次掘削

細　　　　目 数　　量種　　　目

+0.00

三次掘削小運搬 ※場内仮置き

※地山土量

2

盛上り土残土処理

場外搬出処分

搬出土量 = 1143 m
3

盛上り土一次掘削

掘削土量 = 1143 m
3

固化処理土(1次施工-1)

4

盛上り土二次掘削

掘削土量 = 1128 m
3

盛上り土残土処理

場外搬出処分

搬出土量 = 1128 m
3

7

盛上り土三次掘削

掘削土量 = 834 m
3

盛上り土残土処理

場外搬出処分

搬出土量 = 834 m
3

固化処理土(1次施工-2)

固化処理土(2次施工-1)

1:1.0

残土処理

掘削土量 = 1086 m
3

場外搬出処分

※地山土量

2845 m
3

28 45 m3

1143 m
3

1143 m
3

2618 m
3

2618 m3

11 28 m
3

11 28 m
3

3910 m
3

2463 m
3

2463 m3

83 4 m
3

83 4 m3

2 930 m
3

2 930 m
3

土工数量

土工数量

土工数量

土工数量

土工数量

土工数量

土工数量

注記)
 ・中層混合処理による盛り上がり土についてはチェックボーリングにて強度が基準値を満足すれば改良土として
　 使用する。

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 6/18

地盤改良（土工）計画断面図（参考）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

一次掘削

エプロン舗装

地盤改良（1次施工-1）完了

地盤改良（1次施工-3）完了

地盤改良（1次施工-1）完了
地盤改良（1次施工-2）完了

埋戻し(2回目)

地盤改良（2次施工-1）完了

地盤改良（1次施工-3）完了

地盤改良（1次施工-1）完了
地盤改良（1次施工-2）完了

地盤改良（1次施工-1）完了

二次掘削

盛上り土一次掘削

地盤改良（1次施工-1）完了
地盤改良（1次施工-2）完了

盛上り土二次掘削

埋戻し(1回目)

地盤改良（1次施工-2）完了

鋼板補強(t=7m m)(既設)

地盤改良（1次施工-1）完了

地盤改良（1次施工-3）完了

地盤改良（1次施工-1）完了
地盤改良（1次施工-2）完了

三次掘削

盛上り土二次掘削

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0



No. 1 No . 3

No . 2

DL=-10 .000 D L=-10.000

GH=2.897
FH=     

GH=2.918
FH=     

GH=2.890
FH=     

徳島県
１号倉庫

徳島県
１号倉庫

Ａｓ
Ａｓ

設計用水深- 5 . 5 m

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

DL =-10.000 DL=-1 0.000

DL =-10.000

+3.00 +3.00

+3.001.0 00%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck= 500kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/ m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.00 0%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=50 0kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

M .S.L　+0.90 M.S. L　+0.90

M.S. L　+0.90

+0.50 +0.50

+0.50

DL=-1 0.000 D L=-10.000

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

+3.00

M.S.L　+0.90

+0.50

No.0(+0.50)
GH=2.897
FH=     

±0.00 ±0.00

±0.00

-5.50

+0.50

-5. 50

+0. 50

- 5.50

+ 0.50

Ａｓ

既設コンクリートブロック

既設コンクリートブロック

-1.50

-2.50

（既設高すりつけ） （既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）（既設高すりつけ）

1.000%

設計用水深- 5 . 5 m 設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

-5.50

+0.50

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

一次施工-2

二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3 二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=50 0kN/m
2
)

数量表

数量表

No.2

No.3数量表

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

No.1

数量

4.60

4.50

3.37

数量表 No.0(+0.5)

セメント固化処理

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

-

4.79

-

セメント固化処理

〃

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.34

セメント固化処理

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.34

セメント固化処理

〃

〃

盛上り土2次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土1次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土3次掘削

盛上り土横断図（1）
S=1:100

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

計画法線

計画法線

計画法線

計画法線

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 7/18

盛上り土横断図（1）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

コンクリート舗装（t=30c m）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4.5 05.00 4. 50

改良幅 14.00 m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4 .505. 00 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4.505.00 4. 50

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

4.50 10.0 0

舗装工 L=14 .50m

4.5 0 1 0.00

舗装工 L=14.50 m

4. 50 10.00

舗装工 L=14.5 0m舗装工 L=14 .50m

10.0 04.50

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

改良幅 14.0 0m

浅
層

混
合

処
理

中
層

混
合

処
理

5 .80 8 .20



No. 5 No . 7

No . 6No. 4
GH=2.912
FH=     

GH=2.923
FH=     

GH=2.915
FH=     

GH=2.918
FH=     

徳島県
２号倉庫

徳島県
１号倉庫

徳島県
１号倉庫

Ａｓ

Ａｓ

Ａｓ
Ａｓ

Ａｓ

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

DL=-1 0.000

DL=-1 0.000 DL =-10.000

DL =-10.000

D L=-10.000 DL=-1 0.000

1 .000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

（既設高すりつけ）

1.000 %

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500 kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000 %

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500 kN/m
2)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

1.000%

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/m
2
)

上部工復旧

二次施工 一次施工-2 一次施工-1

（
タ

イ
ロ

ッ
ド

以
深

）
（

タ
イ

ロ
ッ

ド
以

浅
）

+ 3.00

+ 0.50

M.S.L　+0.9 0

+3.00

+0.50

M.S. L　+0.90

+3.00

+0.50

M.S. L　+0.90

+ 3.00

+ 0.50

M.S.L　+0.90

±0.00

±0.00 ±0.00

±0.00

-5.50

+0.50

-5. 50

+0. 50

-5.5 0

+0.5 0

-5.50

+0.50

（既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）

（既設高すりつけ）

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

設計用水深- 5 . 5 m

二次施工-2 一次施工-3 二次施工-2 一次施工-3

二次施工-2 一次施工-3二次施工-2 一次施工-3

数量表

数量表

数量表
No.4

No.5

No.6

数量表 No.7

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.33

セメント固化処理

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.36

セメント固化処理

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.34

セメント固化処理

〃

〃

名　称

盛上り土1次掘削

盛上り土3次掘削

規格 単位

m3/m

〃

数量

4.60

4.50

3.33

セメント固化処理

〃

〃

盛上り土2次掘削

盛上り土2次掘削
盛上り土2次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土1次掘削

盛上り土2次掘削

盛上り土3次掘削

盛上り土横断図（2）
S=1:100

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

計画法線

計画法線

計画法線

計画法線

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 8/18

盛上り土横断図（2）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4. 505.0 0 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20c m）

0.50

4.505 .00 4.5 0

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30c m）

粒調砕石（t=20c m）

0.50

4.505 .00 4.5 0

改良幅 14.00m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

粒調砕石（t=20cm）

0.50

4. 505.0 0 4.50

改良幅 14.0 0m

中
層

混
合

処
理

浅
層

混
合

処
理

コンクリート舗装（t=30cm）

4.50 10.00

舗装工 L=14. 50m

4.5 0 10 .00

舗装工 L=14.50 m

4.50 10 .00

舗装工 L=14.50m

4.50 10.00

舗装工 L=14 .50m



実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

注記)
 ・タイロッド下は中層混合処理工法を、それ以外は浅層混合処理工法を用いる。
 ・既設改良度との接合部は既設改良土表面を削りながら原土を泥状にし撹拌混合することで一体化を図ること。
 ・中層混合処理による盛り上がり土についてはチェックボーリングにて強度が基準値を満足すれば改良土として
　 使用する。

S=1:200

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年数 4 0 年( H 2 6時点 )

設計用水深 - 5. 5 m-5.50

-10.75

+0.50
±0.00

一次施工

　5.00 　9.00

1:1.0

①Ｃをスキトリ

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年数 4 0 年( H 2 6時点 )

設計用水深 - 5. 5 m-5.50

-10.75

+0.50
±0.00

　5.00 　9.00

1:1.0
1:1.0

②Ａを改良（延長分）

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年数 4 0 年( H 2 6時点 )

設計用水深 - 5. 5 m-5.50

-10.75

+1.00 +0.50
±0.00

　5.00 　9.00

1:1.0
1:1.0

③Ｄをスキトリ

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+1.00 +0.50
±0.00

　5.00 　9.00

1:1.0

④Ｂを改良（延長分）

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+1.00 +0.50
±0.00

　5.00 　9.00

1:1.0

⑤Ｃ・Ｄ盛土

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+0.50
±0.00

　5.00 　9.00

1:1.0

⑥Ｃ・Ｄを改良（延長分）

Ｃ

Ｄ

Ｄ Ｃ

Ｄ Ｃ

中層混合処理工法

二次施工

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+0.50

　5.00 　9.00

1:1.0

①Ｆをスキトリ

Ｆ

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+0.50

　5.00 　9.00

1:1.0

②Ｅを改良（延長分）

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

耐用年 数4 0 年 ( H 2 6 時点)

設計用水深- 5 . 5 m-5.50

-10.75

+0.50

　5.00 　9.00

③Ｆを盛土

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.20～-1.50m

設計用 水深 -5 . 5 m-5.50

-10.75

+0.50

　5.00 　9.00

④Ｆを改良（延長分）

浅層混合処理工法

中層混合処理工法
中層混合処理工法

浅層混合処理工法

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

計画
法線

±0.00

耐用年数 4 0年 ( H 2 6時点)

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

1次施工-11次施工-2

1次施工-1

1次施工-3

2次施工-1

1次施工-11次施工-22次施工-1

Ａ
1次施工-1

Ａ
1次施工-1 1次施工-1

Ｂ Ａ
1次施工-2

ＡＢ

1:1.0Ｄ Ｃ

ＡＢ

地盤改良

1次施工-11次施工-2

1次施工-3

1:1.0Ｄ Ｃ

ＡＢＥ

Ｆ

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

1次施工-11次施工-22次施工-1

2次施工-2

1次施工-3

±0.00

1:1.0Ｄ Ｃ

ＡＢＥ

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

1次施工-11次施工-22次施工-1

1次施工-3

1:1.0
1:1.0

Ｄ Ｃ

ＡＢＥ

Ｆ

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値quck=500kN/m2)

1次施工-3

地盤改良

ＡＢ
1次施工-2

地盤改良工施工要領図

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:200 9/18

地盤改良工施工要領図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設)

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設)

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設)

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防 食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防 食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防 食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食 (既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工

鋼板補強(t=7mm)(既設)

改良幅　14.00

5.00 4.504.50

二次施工 一次施工



地盤改良工施工分割図
S=1:100

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.0 0

H. W.L　D.L+1.8 0

M .S.L　+0.90

+3. 00

+0. 50

C.D.L +0.20～-1.50m

耐用年数4 0 年 ( H 2 6 時点 )

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=500kN/m
2
)

-5 .50

-1 0.75

+ 0.50

徳島県
２号倉庫

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90

+3.00

+0.50

C.D.L+0.2 0～-1.50m

耐用年数4 0年 ( H 2 6時点 )

地盤改良

(セメント系固化材，設計基準強度の特性値q uck=50 0kN/m
2
)

-5.50

-10.7 5

+0.5 0

一次施工 二次施工

7.2m
3
 (1ブロック当り)

8.0m
3
 (1ブロック当り)

(
7
.
2
*
5
=
3
6
m
2
[
2
1
6
m
3
]
) (

8
.
0
*
5
=
4
0
m
2
[
2
4
0
m
3
]
)

中層混合処理

二次施工 一次施工-2 一次施工-1 二次施工 一次施工-2 一次施工-1

注記)
 ・各施工段階の進行方向は岸壁法線方向とする。

平面図 平面図

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

計
画
法線

計
画

法線

設計用水深- 5 . 5 m 設計用水深- 5 . 5 m

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:100 10/18

地盤改良工施工分割図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

鋼板補強(t=7mm)(既設)

電気防食(既設)

改良幅　14.00

鋼板補強(t=7mm )(既設)

電気防食( 既設 )

改良幅　14.00

5.00 4.50 4.50 5.00 4.50 4.50

5.0 0 4. 50 4.50

二次施工 一次施工

5.00

二次施工 一次施工

4.50 4.5 0

タ
イ
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.
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ッ
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.
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実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

上部工復旧部差筋図

注 記

 1. 目地は、既設上部工の目地位置に合わせること。平均感覚16.6ｍ

 2. 新旧コンクリ－ト接続面は、良好な付着・一体化を得られるように、十分な表面処理を施すこと。 

S=1:10

L=300mm @250

上部工詳細図

既
設

上
部

取
壊

し

σck =18N/mm2

上部工復旧部断面図
S=1:25

+3.00

取壊し：0.146 m3/m

削孔部詳細図 S=1 :5

L= 300mm

(ケミカルアンカーR-19同等品以上)
樹脂カプセル

アンカー筋(D19)

削孔,φ25,L=20 0mm

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号図 示 11/18

上部工詳細図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

500

1
5
0

2
0
0

1
5
0 3
0
0

アンカー筋 D19

3
7
9

2
7
9

既設上部工

3
0
0

5 00

コンクリート

1
5
0

2
0
0



実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

係船曲柱詳細図

本体工構造図 S=1 :10

平面図

側面図 正面図

アンカー材詳細図

(250kN型)

付属工詳細図（１）

(注記)
係船曲柱の塗装仕様については、次のとおりとすること。
　係船柱外面のさび等を除去し、エポキシ樹脂塗料さび止めを1回塗ること。
　下塗りにエポキシ樹脂塗料を1回塗ること。
　上塗りにエポキシ樹脂塗料(二液型)を2回塗ること。

重　量

9kg×4=36kg

8kg×4=32kg

材質. 規格名　　称

 アンカーボルト

1

N O

2

4

3

5

 JIS.G.5101 SC450

 JIS.G.3101 SS400

 JIS.B.1181 並３級、４

 JIS.B.1256　並丸、鋼

 JIS.G.3101 SS400

 係船柱本体

 六角ナット

 アンカー板

 平座金

備　　考
数量

 炭素鋼鋳鋼品

 M42-4.5

 M42-4.5

 鋼板168×168×35ｔ

 420kg １基

１基当

4本

4枚

8個

4枚

 M42用

コンクリート打上面

2
5
0
K
N

2  M42-4 .5

鋳出し表示

M42ボルト

(参考図)

基礎工構造図 S=1:5 0

断面図 平面図

c.to.c 0 .45m(SS400)

c.to.c  0.45m(SS400)

(D16, L=590mm,c.t.c5 0cm)

※係船曲柱基礎コンクリートの配筋は付属工詳細図（２）を参照

(参考図)

+3 .00

アンカー筋

ゴム製はしご構造図 S=1: 25

正面図 側面図

防舷材構造図 S= 1:25

矢
板

上
部

工

(参考図) (参考図)

正面図 側面図 平面図

材質. 規格名　　称

M 3 0用ワッシャー

5

N O

4

2

3

1

樹脂・骨材

SUS304

SUS304

SUS304

ゴム
SS400

M 3 0用樹脂カプセル

M 3 0  ナット

ゴム防舷材 3 0 0 H×1 5 0 0 L

M 3 0  アンカーボルト

数量

6

１基当

6

6

6

1

特　記
　・防舷材取付後、ナットとワッシャーを点溶接（2～3点）を行うこと。

備　　考

2 3 4 5

矢
板

上
部

工

+ 3.00

+3 .00

(
=
1
5
0
0
)

7

3 4 5 6

材質. 規格名　　称

M 1 8  ナット

5

N O

4

2

3

1

SUS304

SUS304

ゴム
SS400

M 1 8用ワッシャー

M 1 8  アンカーボルト

ゴム製はしご
H- 1 5 0 H×18 0 0 L

ゴム製はしご
1 8 0 0 L

数量

8

１基当

8

1

8

1

備　　考

6 樹脂・骨材M 1 8用樹脂カプセル 8

7 W 5 / 8ボルト 2

8 W 5 / 8用ワッシャー 2

ゴム
SS400

SUS304

SUS304

SUS304

特　記
・ゴムの材質はカーボンブラック配合の天然若しくは合成ゴム又はこれらを
　混合した加硫物とする。

+2.90

+1 .10

-0 .70

+2 .53

+1 .03

D.L.  +1.00

D.L.  +3.00

係船曲柱基礎
コンクリート
σck=18N/mm2

6.88 m
3

削孔部詳細図 S=1 :5

(係船曲柱基礎工部)

(ケミカルアンカーR-16同等品以上)
樹脂カプセル

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号図 示 12/18

付属工詳細図（１）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

付属工詳細図（２）

上　面 下　面

けい船曲柱基礎配筋図

1 - 1 2 - 2

33

1

1

2 2

F

 

1 D 1 3

F
 
3 D 1 3F

 
2 D 1 3

F
 
4 D 1 3

F
 
5 D 1 3

F
 
6 D 1 3

F
 
7 D 1 3

F
 
8 D 1 3

F
 
9 D 1 3

F
 
1 0 D 1 3

F
 
9 D 1 3 F

 
9 D 1 3

F
 
1 2 D 1 3

F
 
1 3 D 1 3

F
 
1 1 3 - D 1 3  X  3 3 0 0

F
 
2 3 - D 1 3  X  1 1 9 0

F
 
3 3 - D 1 3  X  1 1 9 0

F
 
4 8 - D 1 3  X  3 4 0 0

F
 
5 2 - D 1 3  X  2 5 6 0

F
 
6 1 5 - D 1 3  X  3 3 0 0

F
 
7 1 0 - D 1 3  X  3 1 0 0

3 - 3

F
 
1 1 D 1 3

F
 
1 2 D 1 3

F
 
9 3 2 - D 1 3  X  2 2 0 0

F
 
1 0

F
 
8 2 0 - D 1 3  X  3 6 7 0 （平均長）

加工図

F
 
1 1

鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
記 号 径 長   さ 本  数 単  位  質  量 一本当り質量 質   量 摘   要

F  1 D 1 3 3 3 0 0 1 3 0 . 9 9 5 3 . 2 8 4 3

F  2 D 1 3 1 1 9 0 3 0 . 9 9 5 1 . 1 8 4

F  3 D 1 3 1 1 9 0 3 0 . 9 9 5 1 . 1 8 4

F  4 D 1 3 3 4 0 0 8 0 . 9 9 5 3 . 3 8 2 7

F  5 D 1 3 2 5 6 0 2 0 . 9 9 5 2 . 5 5 5

F  6 D 1 3 3 3 0 0 1 5 0 . 9 9 5 3 . 2 8 4 9

F  7 D 1 3 3 1 0 0 1 0 0 . 9 9 5 3 . 0 8 3 1

F  8 D 1 3 3 6 7 0 2 0 0 . 9 9 5 3 . 6 5 7 3 （平均長）

F  9 D 1 3 2 2 0 0 3 2 0 . 9 9 5 2 . 1 9 7 0

F 1 0 D 1 3 1 4 7 0 2 0 . 9 9 5 1 . 4 6 3

F 1 1 D 1 3 2 2 3 0 1 2 0 . 9 9 5 2 . 2 2 2 7

F 1 2 D 1 3 3 7 3 0 2 0 0 . 9 9 5 3 . 7 1 7 4

F 1 3 D 1 3 2 2 3 0 1 0 0 . 9 9 5 2 . 2 2 2 2

4 3 2

合　計 D 1 3 4 3 2  k g

総質量 4 3 2  k g

D 1 31 1
 

F

F
 
1 3 1 0 - D 1 3  X  2 2 3 0

2 - D 1 3  X  1 4 7 0 F
 
1 2 2 0 - D 1 3  X  3 7 3 0

1 2 - D 1 3  X  2 2 3 0

S=1:50

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号S=1:50 13/18

付属工詳細図（２）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

付属工詳細図（３）

車止め等配置平面図

車止め L-3.0車止め L-3.0車止め L-3.0車止め L-3. 0車止め L-3.0車止め L-3. 0車止め L-3.0車止め L-3. 0車止め L-3.0
車止め L-4. 0

N= 1基

コーナー材施工延長　L=255. 80m

車止め施工延長　L=255. 70m

防舷材施工延長　L=250. 00m

5.00

車止め L-3.0車止め L-3.0車止め L-3.0車止め L-3.0車止め L-3. 0車止め L-3.0車止め L-3. 0車止め L-3.0車止め L-3. 0

コーナー材施工延長　L=255. 80m

車止め施工延長　L=255. 70m

係船曲柱施工延長　L=240.0 0m

15 .00

防舷材施工延長　L=255.00 m N= 52基

5.00

係船曲柱施工延長　L=240.00 m

N= 17基

N=68基

防舷材の1基目の位置

ヒューム管φ1000
    L=14 .40m

S=1:250

N
o
.
0

N
o
.
1

N
o
.
2

N
o
.
3

N
o
.
4

N
o
.
5

N
o
.
6

N
o
.
7

N
o
.
8

N
o
.
9

N
o
.
1
0

N
o
.
1
1

N
o
.
1
2

N
o
.
4
+
1
.
0
0
5

（NO.3+6.000～NO.4）

N
o
.
3
+
6
.
0
0
0

L - 3.0 67 個

ΣL=205.0m

0 個

0 個

0 個

0 個L - 1.0

L - 3.5

L - 2.5

数 量

L - 2.0

名　　称

車止め設置個数算定表

車止め構造図 S=1 :10

L - 3.0 85 個

L - 2.0

L - 1.5 0 個

0 個

ΣL=256.0m

L - 1.0

数 量名　　称

コーナー材算定表

コーナー材構造図 S=1: 10

1 個

アルミニウム合金(5052)

L - 4.0 1 個

(参考図)

(参考図)

(
ボ

ル
ト

露
出

長
)

(
ボ

ル
ト

埋
込

長
)

SS40 0,t6

ST KR400 , 1 50×150×6
溶融亜鉛めっき処理後表面塗装

　90×90×6

SS4 00
溶融亜鉛めっき処理

特　記
　・ボルト・ナット・座金類は全てドブめっき品とする。
　・側面（片側）トラ縞反射シール貼りとする。
　・底面（アンカーボルト部のみ）不陸調整用緩衝材を用いる。

特　記
　・スライド式アンカーについては電食の原因になる為、鉄筋との溶接は避けること。
　・型枠脱型後、固定用ボルト孔に付属のプラスチック栓を打ち込むこと。
　・定尺L=3.0m、2.0m、1.5m、1.0mを組合せて使用すること。

六角ナット　M10
溶融亜鉛めっき処理品溶融亜鉛めっき処理品

4 個

4 個

ΣL= 12.0m

ΣL= 14.0m

1 個

防舷材設置　 3基

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号図 示 14/18

付属工詳細図（３）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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15.00 15. 00 15.00

5.00

1. 50

排水工

400 10 0

50 0

1
0
0

2
7
93
7
9

上部工復旧部

コーナー材 (R-100 )

150

1
5
0

6
0

2
8
0 3
4
0

コラム補強プレート

角形鋼管

六角ナット　M30

スプリングワッシャー　M30

平座金（大型角）

J型アンカーボルト　M30×340J

R=50

アンカー固定金具
六角ボルト　M10×150

施工延長　L=15.0m

上部工延長　L=14.0m



舗装工詳細図

数量表

数　量

コンクリート舗装

名　　称

曲げ強度450N/cm
2
，t=30cm

規　　格 単　位

m
2

357 4.69

(1式当り)

路盤 RM-40，t=20c m m
2

357 4.69
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平 面 図
S=1 :500
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N
o
.
1
1

N
o
.
1
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N
o
.
1
3

N
o
.
1
4

N
o
.
 
0

横収縮目地

上部工部縦目地

縦目地

他工区境界部横収縮目地（NO.4+1.0）

横膨張目地

道路部縦目地

係船曲柱基礎部目地

目地延長算定表（今回施工）

名　　称 凡　　例

14.5*2+10.9*1 =   39.9m

15.0-(3.5*1)  =   11.5m

15.0*2        =   30.0m

15.0          =   15.0m

(3.6*2+3.5)*1 =   10.7m

数　　量

端部目地

14.5          =   14.5m

（A=204.9 ㎡)

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

縦目地詳細図 S=1 :20

横収縮目地詳細図 S=1 :20

上部工及び道路部縦目地詳細図 S=1 :20

横膨張目地詳細図 S=1: 20

舗装構成詳細図 S=1:5 0

舗装工標準断面図 S= 1:10 0

c.to.c 0 .4m (SS400)

(SD345)

瀝青質目地板
さび止めペイント+瀝青材等塗布

W150*H150 L=450mm
(SD345)

(SD3 45)

W150 *H150 L=450mm
(SD 345)

c.to.c  0.4m (SS400)
さび止めペイント+瀝青材等塗布

(SD345)

W 300*H150 L=60 0mm
( SD345)

c.to.c 0.4 m (SD345)

(アスファルト系加熱注入材)

(アスファルト系加熱注入材)

(アスファルト系加熱注入材)

(アスファルト系加熱注入材)

瀝青質目地板

既設構造物

SD345 D6×150
W =30N/m2

S D345 D6×150
W =30N/m2

SD345  D6×150
W=30N/ m2

SD345 D6×150
W=30N/ m2

N =3本 N=3本

他工区境界部横収縮目地 S=1 :20

c.to. c 0.4m (SD345 )

( SD345)

N=3本N=3本

SD345 D6×150
W=30N/m2

W150*H 150 L=450mm
(SD345)

(アスファルト系加熱注入材)

c.to.c 0.4m (SD345)

( SD345)

N= 3本 N=3本

SD34 5 D6×150
W=30 N/m2

W150 *H150 L=450mm
(SD 345)

(アスファルト系加熱注入材)

+3.001.000%

上部工復旧

計
画

法
線

（既設高すりつけ）

縁部補強筋配置図 S=1: 100

標準部

係船曲柱基礎部

係船曲柱基礎

D13 L=4800 mm

D13 L =1700mm

D13 L =3500mm

端部

D13 L=5200 mm

エプロン部

係船曲柱基礎部

縦施工目地
上部工部縦目地
横収縮目地

横膨張目地
端部目地
道路部縦目地

目　地

名　　　　称

(3.6m×2+3.5m)×17

目地延長算定表（全数）
算　 　式 数 量

29.0 m
6.0 m

181.9 m

260.5m×2 521.0 m
260.5m-(3.5m×17)+8.5 209.5 m
14.5m×32+10.9m×17 649.3 m

260.5m 260.5 m

14.5m×2
14.5 m他工区境界部横収縮目地 14.5m

6.0m

N
o
.
3
+
6
.
0
0
0

N
o
.
4
+
1
.
0
0
5

注　記
　・路盤厚の設定は、路床の設計支持力係数K30を100N /cm 3としているため、施工時に確認し、計測値が設定値以下の
　　場合は発注者との協議により路盤厚を変更・決定すること。
　・コンクリートの品質を確保するため、粒調砕石上面にアスファルト乳剤(PK-3 )を散布するか路盤紙を設置すること。
　・コンクリートの曲げ強度は4.5N/ mm2以上とすること。

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号図 示 15/18

舗装工詳細図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

舗
装

工
 
B
=
1
4
.
5
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m

横膨張目地

横収縮目地

縦
施

工
目

地

他工区境界部横収縮目地

上部工部縦目地

道路部縦目地

8
.
5
0

6
.
0
0

地
盤

改
良

工
 
1
4
.
0
0
m

係船曲柱基礎部

51@ 5.00=255.00

5. 33

5
.
0
0

5
.
0
0

4
.
5
0

コンクリート舗装(t=30 cm)

粒調砕石(t=20c m)

3
0
0

2
0
0

6 0 0

5
0

2
5
01
5
0

1
5
0

2 0

6 00

1 0

5
0

2
5
01
5
0

1
5
0

1 0 00

1 0

5
0

2
5
01
5
0

1
5
0

キャップ

ダウエルバー(φ32*60 0)

クロスバー(D13)

チェア(D13)

目地材 (t=20 mm)
クロスバー(D13)

チェア(D13)

ダウエルバー(φ32*60 0)

クロスバー(D13)

チェア(D13)

ネジ付きタイバー(D32* 1000 )

注入目地材

注入目地材

注入目地材

20

5
0

2
5
0

注入目地材

目地材 (t=20 mm)

溶接金網

溶接金網

溶接金網

溶接金網

縁部補強筋(D13(SD 345)) 縁部補強筋(D13( SD345) )

5
0

2
5
0

本施工区域～No.7

ネジ付きタイバー(D32*10 00)

クロスバー(D13)

縁部補強筋(D13( SD345) )縁部補強筋(D13(SD 345))

溶接金網

1
5
0

1
5
0

チェア(D13)

注入目地材

10

5
0

2
5
0

N o .9+4.0～本施工区域

ネジ付きタイバー(D32*100 0)

クロスバー(D13)

縁部補強筋(D13( SD345 )) 縁部補強筋(D13(SD34 5))

溶接金網

1
5
0

1
5
0

チェア(D13)

注入目地材

10

コンクリート舗装（t=30cm）粒調砕石（t=20c m）

0.50
舗装復旧工 L=14.50m

5.005.004.50

5000

5
0
0
0

5 000

5
0
0
0

5 000

100 4800 1 00

縁部補強筋

100 1650

1
0
0

3
5
0
0

1 0 0
165 0

縁部補強筋

縁部補強筋

5330

5
0
0
0

1 00 5130 10 0

縁部補強筋

施工延長　L=15.0m



実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

既設構造物撤去工詳細図

撤去工平面図
S=1 :500

As

As

As

As

As

As

As

As

Co

Co

Co

Co

Co

Co
Co

Co

Co

Co

Co

AsCo

Co

Co

Co

Co Co
As

As

As

As

As

As

As

３．１１

四国電力
鉄塔

徳島県１号倉庫

徳島県２号倉庫

徳島県３号倉庫

As

As As
As

As
As

As

As

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

事務所

N
o
.
0
+
2
.
7

N
o
.
1
2
+
1
8
.
5
0

Ｎ

  φ1000

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

KT - 1 0

K T- 9

K T - 8

K T - 7

1 0B 5 3

K T- 6

T -3

J - A

K T - 5

J- B

J - D

KT - 3

1 0 1 8A

T -4

KT - 4

N
o
.
 
0

N
o
.
 
1

N
o
.
 
2

N
o
.
 
3

N
o
.
 
4

N
o
.
 
5

N
o
.
 
6

N
o
.
 
7

N
o
.
 
9

N
o
.
 
8

N
o
.
1
0

N
o
.
1
1

N
o
.
1
2

N
o
.
1
3

注記) 本計画では給水施設の復旧は行わないため、給水栓の周辺に埋設さている既設配管は撤去すること。
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1.5x1.8

（NO.3+6.000～NO.4）

名　　称

無筋コンクリート

数 量

 2.9 6m2×1.50m×9箇所

算　　式

名　　称 数 量

50kN型 9 基

係船曲柱基礎コンクリート数量算定表

係船曲柱数量表

既設けい船柱基礎工断面図 S= 1:5 0

3 9.96 m3

重 量 (参考値)

9基×78kg/基=702kg

(推定)

3

既設車止め及びコーナー材断面図 S= 1:1 0

名　　称 算　式

H150×150 L=1.50 m 0.1 5×0.15×1.5×120基

名　　称 数 量

0.12 m3コンクリート取壊し 0.15×0.15×5.55×1基

算　　式

被覆鋼板製既設車止め算定表

既設コンクリート製車止め数量算定表

名　　称 数 量

180×180 244.8 m

既設コーナー材算定表

180×180

数 量

4.05 m
3

重 量 (参考値)

13kg/m×244. 8=3182.4kg

0.1 5×0.15×1.5×  7基

 14.0 m

0 .24 m
3

13kg/m× 14. 0= 182.0kg

係船曲柱基礎
コンクリート

2.96 m
2

既設防舷材断面図 S=1: 25

L=1.5m H= 300mm

名　　称 数 量

L=1.5m H=300m m 28 基

既設防舷材算定表

アンカーボルト

名　　称 数 量

はしご 1 基

その他付属物算定表

手すり 1 箇所 1 基

M30

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号図 示 16/18

既設構造物撤去工詳細図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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防舷材(ゴム製) L=1 .5m H= 300mm 2 8基

車止め(被覆鋼板製) H150×150 L=3. 00m 1 20基、車止め(コンクリート製) H1.5×1.5 L=5 .55m 1基

係船曲柱50kN型　9基

上部工復旧延長　L=255 .8m

ヒューム管(存置)

コーナー材　L=244.8m

はしご N=1基

手すり 1箇所

給水栓 N=1基

給水栓 N=1基

計画延長　L=250. 6m

既設係船曲柱基礎

1.5m

1
.
8
m

鋼板 中詰めコンクリート

コーナー材

150

1
5
0

180 0

1
8
0
0

1 50 0

1
5
0
0

3 00

防舷材(ゴム製) 

施工延長　L=15.0m

上部工延長　L=14.0m



撤去工平面図
S=1 :500
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既設Co舗装及びAs舗装取壊し計画図

既設舗装版切断数量

Co舗装

As舗装

項　　　　目 算　　　　式 切断厚

t=20cm

t=5cm

数量

20.7 m

823 .0 m

記　号

N
o
.
1
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N
o
.
1
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N
o
.
1
6
+
3
.
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o
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2

 
 
+
1
1
.
1
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N
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.
1
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+
1
.
0
0

1.5x1.8=2.7m2/基 

As+ Co舗装 t=30cm 697 .6 m

2039.5m
2
-24.3m

2

既設舗装版数量

As舗装

As+ Co舗装

既設係船曲柱基礎控除

項　　　　目 算　　　　式 面積

1665.9m2

2015.2m2

1.5mx1.8m×9=24.3m
2

取壊し体積

604.6m3

2.7m3

Co舗装

53.7m2撤去工平面図より

撤去工平面図より

平均厚

t=5cm

t=20cm

t=30cm

333.2m3

※既設係船曲柱基礎の面積を控除

A=102.8m2

A=94.4m2

13.6

A=20.3m2

6
.
9

7
.
6

実施設計図面

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　岸壁修繕工事

徳島市南末広町

設計水深 -5.50

既設Co舗装及びAs舗装取壊し断面図
S=1:10 0

L.W.L　D.L+0 .00

H.W.L　D.L+1 .80

平均厚 t=10cm

平均厚 t=20cm

注記)　過年度における隣接部の施工実績より既設Co舗装は平均厚20cm、As舗装は
　　　 平均厚10c mとして取壊し数量を計上する。

舗装復旧工

As舗装

Co舗装

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号図 示 17/18

既設Co舗装及びAs舗装取壊し計画図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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地盤改良延長　L=250 .6m

エプロン舗装延長　L=260 .5m
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